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の
新
設
高
は

誘
致
、
ガ
決
定

一

昭
和
五
十
九
年
開
校
を
目
指
す
新

設
局
校
は
、
西
部
は
巨
摩
空
局
マ
ン
モ

ス
化
解
消
の
た
め
白
根
町
に
、
東
部

は
甲
府
学
区
人
口
急
増
地
域
の
昭
和

町
民
、
去
る
一
月
二
十
九
日
決
定
し

ま
し
た
。

当
初
甲
府
学
区
一
校
建
設
で
進

め
ら
れ
て
き
た
新
設
高
も
、
郡
町
村
会

や
町
議
会
な
ど
の
精
力
的
誘
地
に
よ

り
二
校
建
設
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

今
年
中
に
用
地
買
収
を
終
え
、
来

度
に

T

着
手
尚
一
五
十
九
年
四
月

露
止
で
す
が
、
本
町

ぬ

/
σ
ぞ
図
る
た
め
、

チ
!
ム
を
組
み
対
処

に具体的なつめを進める上層部

2. 4 2 0戸

男

女

計

世帯数



(2) 報広町和昭

完全操業の60年には税収の

5割以上が両工業団地で

は

すま

義伴

のと

総
生
産
額
は
二
百
億
を
突
破

松
下
は
一
月
か
ら
操
業

町
の
南
東
部
に
位
置
す
る
国
母
工

業
団
地
は
、
甲
府
市
・
昭
和
町
・
玉

穂
村
の
三
市
町
村
の
共
同
事
業
で
、

甲
府
地
区
開
発
事
業
団
を
設
立
し
昭

和
四
十
年
に
着
手
、
総
面
積
は
約
百

万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
な
め
ま
す
。

用
地
買
収
が
難
行
し
た
の
と
、
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
・
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で

企
業
進
出
が
遅
れ
ま
し
た
が
、
す
で

に
一
部
を
残
し
フ
ル
操
業
に
入
旬
、

年
間
総
生
産
額
は
二
百
億
円
を
突
破

し
て
い
ま
す
。

本
町
の
智
石
万
平
方
メ
ー
ト
ル

に
は
大
手
二
企
業
が
操
業
中
で
、
そ

の
う
ち
の
一
つ
ポ
リ
グ
ラ
ム
レ
コ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
鮒
は
、
昭
和
五
十
二
年

十
一
月
中
旬
か
ら
操
業
、
レ
コ
ー
ド

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
テ
!
プ
を
製
造
し

大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
一
方
、
一
月
末
か
ら
操
業
開

始
し
て
い
る
松
下
電
器
産
業
側
は
、

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
事
業
部
の
滋
賀
工

場
の
分
工
場
で
、
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン

用
の
ロ
ー
タ
リ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

を
製
造
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
大
型
機
械
を
導
入
し
て

自
動
化
を
図
句
、
当
面
白
産
一
千
台

を
目
標
K
進
め
、
四
月
か
ら
は
県
内

出
身
者
三

O
名
を
増
員
し
、
百
人
体

制
へ
受
付
し
て
い
く
計
画
と
い
い
ま

す
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
エ
ア
コ
ン

事
業
部
も
こ
こ
に
登
転
す
る
計
画
で

甲
府
工
場
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
の
一
体

生
産
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

来
年
に
は
大
手
二
社
操
業

魅
力
あ
る
工
業
団
地

ま
た
、
も
う
一
方
の
釜
無
工
業
団

地
は
、
県
の
土
地
開
発
公
社
に
よ
っ

て
昭
和
四
十
七
年
か
ら
団
地
買
収
に

着
手
、
築
地
新
居
地
区
六
六
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
取
得
し
造
成
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
七
月
比
は
釜
無
金

属
工
業
団
地
協
同
組
合
を
組
織
し
た

企
業
が
次
々
と
操
業
、
建
設
機
械
を

は
じ
め
、
ね
じ
製
造
、
鉄
工
所
な
ど

の
県
内
企
業
十
社
が
入
居
し
生
産
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

今
秋
に
は
申
央
道
全
線
開
通
が
予

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
合
わ

せ
操
業
開
始
す
る
企
業
も
乙
れ
に
続

き
、
昨
年
十
一
月
か
ら
は
合
成
樹
脂

製
自
動
車
用
内
装
部
品
を
製
造
す
る

盟
和
産
葉
側
、
自
動
車
専
用
、
ネ
ジ
を

製
造
す
る
悌
浅
川
製
作
所
な
ど
が
続

い
て
操
業
し
て
い
ま
す
。

こ
の
団
地
の
六
五
銘
を
占
有
す
る

大
手
二
社
の
う
ち
の
一
つ
、
テ
ル
モ

紛
は
、
工
場
敷
地
約
二
二
万
平
方
メ

ー
ト
ル
で
、
一
月
二
十
九
日
に
は
地

鎮
祭
を
終
え
工
場
建
設
に
着
手
す
る

予
手
応
で
す
。
昭
和
五
十
へ
年
四
月
に

は
本
格
的
な
操
業
を
開
始
す
る
と
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
会
社
は
、
医
薬

品
、
注
射
器
、
体
温
計
な
ど
の
医
療

器
機
製
造
の
国
内
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

で
、
将
来
的
に
は
従
業
員
掌
T
二
百

年
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企
業
誘
致
は
、
住
民
の
就
業
の
機

会
の
場
を
提
供
し
、
工
業
部
門
に
お

け
る
経
済
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
が

ね
ら
い
で
す
が
、
た
だ
市
玄
易
に
企
業

が
く
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

え
こ
れ
ら
を
誘
致
す
る
に
あ
た
り
、

町
で
は
公
害
の
少
な
い
企
幸
誘
致
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
町
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
青
空
と
緑
と
産
葉

の
調
和
し
た
町
づ
く
り
の
羊
古
田
に
そ

っ
て
、
生
活
す
る
地
域
全
体
に
も
潤

広

名
ぐ
ら
い
を
予
ゐ
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
も
う
一
つ
の
企
苦
痛
キ
ト
l

は
、
工
場
敷
地
約
二
一
万
平
方
メ
ー

ト
ル
、
昭
和
五
十
八
年
末
に
は
生
産

開
始
す
る
予
定
で
現
在
そ
の
準
備
段

階
で
す
。
釜
無
の
新
工
場
に
は
本
社

ご
と
整
転
の
計
画
で
、
約
七
百
名
ぐ

ら
い
の
社
員
も
新
天
地
を
求
め
て
移

転
し
て
き
ま
す
。

乙
の
A
在
位
は
、
チ
ェ
ー
ン
.
フ
ロ
ッ

ク
、
レ
パ

l
事
フ
ロ
ッ
ク
、
モ
ノ
リ
フ

ト
(
立
体
自
敷
居
庫
)
な
ど
の
荷
役

量
虫
穣
部
門
で
は
、
全
国
シ
ェ
ア
!

五
o
w
m以
上
を
誇
る
国
内
宥
数
の
メ

ー
カ
ー
で
、
新
工
場
が
軌
道
に
の
る

昭
和
六
十
年
に
は
三
百
億
円
の
年
商

を
予
占
止
し
て
い
ま
す
。

戦
前
は
軍
の
飛
行
場
と
し
て
使
用

さ
れ
、
戦
後
は
開
拓
者
の
人
達
の
子

町和

に
よ
っ
て
農
業
経
営
が
つ
づ
け
ら
れ

て
き
た
広
大
な
土
地
も
、
こ
れ
か
ら

先
、
県
及
び
町
の
発
展
の
中
核
を
な

す
工
業
団
地
と
し
て
大
き
く
生
ま
れ

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ω
自
動
化
機
械
の
導
入
を
図
り
、

生
産
体
勢
に
入
る
松
下
電
器
械

m
企
業
誘
致
の
受
け
皿
と
な
る
広

大
な
釜
無
工
業
団
地

昭(8) 

い
を
与
え
る
大
規
模
な
公
園
守
つ
く
り

点
進
め
て
い
ま
す
。

国
母
工
業
団
地
に
は
、
約
四
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の
用
地
を
確
保
し
大
規

模
な
公
園
を
建
設
し
ま
し
た
。
緑
い

っ
ぱ
い
の
公
園
に
は
、
遊
具
を
そ
ろ

え
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
り
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
夜
間
照
明
施
設
を

兼
ね
備
え
た
グ
ラ
ン
ド
を
整
備
し
、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
そ
っ
た
町
づ
く
り
も
着
実
に

連
日
お
お
ぜ
い
の
人
々
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
釜
無
工
業
団
地
の
一
部
K

4

永
A

園
を
作
る
予
定
で
約
二
万
豆
ム
刀

メ
ー
ト
ル
を
確
保
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

野
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
で
き

る
専
用
グ
ラ
ン
ド
を
備
え
た
公
園
を

つ
く
る
予
定
で
す
。
す
で
に
主
息
守
真

弘
品
山
て
お
旬
、
遅
く
と
も
七
月
頃
ま

で
に
は
完
成
さ
せ
る
予
定
で
現
在
そ

の
準
備
か
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

波

及

効

果

に

大

き

な

期

待

企
業
誘
地
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
波
及
効
果
は
大
き
く
、
す
で
に
税

収
有
一
雇
用
関
係
、
産
業
構
造
な
ど

に
は
っ
き
り
大
き
な
恋
花
が
現
わ
れ

て
い
ま
す
。

毎
年
生
存
施
し
て
い
る
工
業
統
計
調

査
か
ら
第
二
次
産
業
の
推
移
を
見
る

と
、
別
表
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
ば

お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
企

業
が
準
山
し
て
き
た
昭
和
五
十
三
年

頃
か
ら
製
品
出
荷
額
、
従
業
員
数
が

著
じ
い
伸
び
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
釜
無
工
業
団
地
入
居
企
業
の

一
部
が
操
業
態
勢
に
入
っ
た
昭
和
五

十
五
年
に
は
、
出
荷
額
に
し
て
四
十

一
億
、
従
業
員
数
二
百
七
十
八
人
と

前
年
に
比
べ
、

一急
激
な
伸
び
が
わ
か

り
ま
す
。

ま
た
、
町
内
居
住
者
の
麓
葉
状
況

を
ポ
リ
グ
ラ
ム
レ
コ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

悌
一
社
か
ら
見
る
と
、
昭
和
五
十
六

年
十
二
旦
二
十
一
日
翠
仕
で
、
従
業

者
二
百
九
十
四
人
の
う
ち
四
十
三
人

の
方
が
勤
務
し
て
い
る
な
ど
、
企
業

進
出
に
伴
い
就
業
面
も
明
る
い
見
通

し
で
す
。

二
礼
税
収
面
は
昭
和
五
十
七
年

度
見
込
み
で
六
億
五
千
万
円
。
こ
の

う
ち
約
三
O
必
が
両
工
業
団
地
か
ら

の
徴
収
税
額
で
、
完
全
操
業
が
予
定

さ
れ
る
昭
和
六
十
年
に
は
、
町
税
収

入
に
占
め
る
割
合
の
五

O
w
m以
上
は

両
工
業
団
地
で
ま
か
な
え
る
と
予
題

さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
団
地
入
居
企
業
の
関
連

会
者
と
し
て
チ
ッ
素
ガ
ス
製
造
の
大

手
二
社
、
岩
谷
ガ
ス
紛
や
紛
己
商
会

な
ど
も
築
地
新
居
地
内
に
進
出
す
る

予
定
で
す
が
、
ム
「
後
は
既
存
の
零
細
、

申
小
企
業
と
誘
地
企
業
と
の
連
携
を

強
化
す
る
よ
う
指
導
が
ま
た
れ
て
い

ま
す
。



愛
組
事
放
に
備
え

家
藤
そ
ろ
う
て
知
人
を

交

通

災

害

共

済

五
百
円
で
何
倍
か
の
保
障
が
受
け
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
良
す
、
昨
年
度

は
四
へ
、
二
必
と
、
県
平
均
に
も
満
た
な
い
低
い
加
入
率
と
な
っ
て
い
ま
す

一
方
、
事
故
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
本
町
は
郡
下
で
竜
王
町
に
つ

づ
い
て
二
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の
発
生
件
数
は
七
O
件
、
こ
の

う
ち
六
六
人
の
住
民
の
方
々
が
被
害
に
あ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
四
件
の
申
請
が
さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
。
乙
の
申
請
件
数
の
中
に
は
、

事
故
届
の
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
加
入
し
て
い
な
く
て
支
給

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
が
相
当
薮
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

私
達
自
身
、
交
通
事
故
の
当
事
者
に
い
つ
早
変
h

り
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
交
通
災
害
共
済
K
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

こ
の
共
済
は
、
町
村
住
民
が
わ
ず
し
、
少
し
で
も
明
る
い
生
活
を
守
つ

か
な
街
金
を
出
し
、
交
通
事
故
に
よ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
県
内
の
全
町

っ
て
死
亡
し
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た
と
村
が
一
体
と
な
っ
て
実
抱
し
て
い
る

き
、
そ
の
被
害
者
に
見
舞
金
を
支
給
。
町
村
住
民
の
た
め
の
。
相
互
扶
助

長
保
育
所
、
特
別
養
護
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
川

日
J

老
人
ホ
|
ム
な
ど
の
社
適
当
と
認
め
ら
れ
た
人
は
二
年
け

萎
会
福
祉
施
設
の
職
員
が
、
間
登
録
さ
れ
、
福
祉
抱
設
で
必
要
仰

の
を
出
産
や
傷
病
で
休
暇
を
な
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
(
保
川

町
唱
え
右
主
必
要
と
す
る
と
き
に
、
母
・
看
護
婦
・
保
健
婦
・
寮
母
・
か

一
一
川
、
乙
の
職
員
の
職
務
の
代
教
母
・
教
護
・
介
護
員
・
指
導
員
一
…

加
躍
り
を
希
望
す
る
人
に
登
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
栄
養
士
・
調
理
仰

祉
替
録
を
し
て
い
た
だ
い
て
思
ご
と
の
所
定
の
資
格
を
有
す
山

一

首

午

、

ま

す

。

る

者

を

代

替

職

員

と

し

て

任

用

し

M

I

刈

ィ

希

望

の

人

は

、

役

場

ま

す

。

村

三
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
な
お
登
録
の
申
込
み
は
常
時
行
け

佳
る
申
込
書
に
、
必
要
な
っ
て
い
ま
す
が
詳
し
く
は
役
場
福
仰

」
ノ
l

資
格
証
明
書
の
写
し
を
祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
内

報

等級 災害の程度 金額 注意

死 亡 世その待他主 1 05 00万万円円

1jji!! 2 全治 6ヶ月以上の傷害 14万円

3 全治sヶ月以上 6ヶ月未満の傷害 7万円

4 全治2ヶ月以上sヶ月未満の傷害 4万5千円

5 全治 1ヶ月以1::2ヶ月未満の傷害 3万円

6 全治 2週間以上 1ヶ月未満の傷害 l万5千円
すで.書が必婁確長の認町文村は 上同

7 全治 1週間以上 2週間未満の傷害 1万円

死亡見舞金は即日支給もできます。

広

申
込
み
は
三
月
十
六
日
ま
で

町和昭

制
度
で
す
。

五
十
七
犀
度
分
の
申
込
書
は
、
す

で
に
各
家
庭
に
届
い
て
い
る
乙
と
と

思
い
ま
す
が
、
加
入
を
希
望
す
る
方

は
申
込
書
に
記
入
し
、
各
地
区
の
母

の
会
役
員
(
婦
人
会
十
ヌ
部
長
)
ま
で

申
込
み
く
だ
さ
い
。

初
年
度
申
込
み
期
限
は
、
事
務
手

続
き
等
の
関
係
で
三
月
十
六
日
ま
で

と
い
た
し
ま
す
が
、
そ
の
後
加
入
を

希
望
す
る
方
も
受
付
け
ま
す
の
で
、

役
場
総
務
課
ま
で
と
連
絡
く
だ
さ
い
。

力日

資

格

入

町
民
居
住
し
住
民
基
本
台
帳
に
登

載
さ
れ
て
い
る
有
ま
た
は
外
国
人

登
録
さ
れ
て
い
る
方
。

共

済

掛

金

年
額
一
人
五
百
円

共

済

期

間

昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
昭

和
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

見
舞
金
の
請
求
手
続

見
舞
金
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、

不
幸
に
し
て
交
通
火
害
に
あ
っ
た
場

合
は
、
整
申
察
に
届
け
確
認
を
し
た
の

ち
、
役
場
総
務
課
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

別
表
の
う
ち
、
一
か
ら
五
等
級
ま

で
は
事
故
証
明
書
(
自
動
悪
女
全
運

転
セ
ン
タ
ー
発
/
行
)
、
ま
た
は
、
交

通
火
害
K
関
し
権
限
を
有
す
る
機
関

の
発
行
す
る
立
証
書
類
、
六
か
ら
七

等
級
は
同
証
明
書
も
し
く
は
町
長
の

確
認
書
が
必
要
で
す
。

職
員
募
集
案
内

六
月
に
西
条
一
区
に
開
設
を
予
占
比

す
る
昭
寿
荘
で
は
、
左
記
要
領
に
よ

h

り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
事
務
員
一
名
、
生
活
指

導
員
一
名
、
寮
母
(
夫
)
十
一
名
、

看
護
婦
二
名
、
栄
養
士
一
名
、
調

理
員
三
名
、
業
務
員
一
名
、
バ
|

ト
若
干
名

1

応
募
資
格

金
霊
魂
寮
母
(
夫
)
、
調
理
、
業
務

な
ど
に
従
事
す
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
熱
意
が
あ
る
成
年
者
。

②
生
活
指
導
員
は
、
社
会
福
祉
学
、

心
理
学
等
医
療
社
会
事
業
に
専
門
的

な
知
識
の
あ
る
成
年
者
。

③
看
護
婦
・
栄
養
士
は
、
免
許
資
格

の
あ
る
'
女
子
。

応
募
受
付

三
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

-
睦
芽
宇
続
き

応
募
者
一
は
、
履
歴
書
(
写
真
添
付
)

健
康
診
断
書
を
そ
ろ
え
、
社
会
福
祉

法
人
!
昭
和
会
l
甲
府
市
池
田
二
丁

目
六

1
十
四
、
電
話
五
三
!
七
七
六

六
番
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

県
国
民
年
金
受
給
者
協
会
が
昨
年

十
二
月
十
五
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

乙
の
会
は
、
山
梨
県
に
在
住
す
る

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
の
受
章
台
の

方
々
を
会
員
と
し
て
構
成
し
、
年
金

制
度
の
翠
害
要
望
活
動
を
は
じ
め
、

会
員
相
互
の
連
帯
を
深
め
る
た
め
の

催
物
の
開
催
や
、
年
金
受
給
に
関
す

る
指
導
な
ど
を
進
め
、
年
金
制
度
を

よ
り
充
実
さ
せ
る
よ
う
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

す
で
に
昭
和
支
部
も
結
成
さ
れ
、

築
地
新
居
の
田
中
良
夫
き
ん
を
支
部

長
に
活
躍
中
で
す
。

と
の
会
の
会
費
は
千
五
百
円
で
す
。

加
入
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
福
祉

課
国
民
年
金
係
ま
で
申
込
み
く
だ
さ



報

所

在

地

構

造

規

模
募
集
戸
数

家

賃

広町和昭(日

三
月
一
日

i
十
五
日

⑤
別
表
の
入
居
収
入
基
準
に
概
当
す

る
方
。申

込
方
法

申
込
用
紙
と
関
連
用
紙
を
役
場
建

設
課
窓
口
で
受
取
り
、
一
一
一
月
一
日
か

九
千
五
日
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

抽
選
会
及
び
入
居
説
明
会

抽
選
会
は
三
月
二
十
四
日
の
午
後

二
時
、
役
場
二
階
会
議
室
で
行
い
ま

す
。
入
居
が
決
定
す
る
と
、
二
十
五

日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
聞
に
契
約

が
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
、
入
居
は
四

月
一
日
か
ら
で
す
。

※
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
建
設
課
l
電
話
七
五
l
二
一
一

一
番
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
上
河
東
二
区

第
一
種
簡
易
耐
火
二
階
建

三
(
六
畳
)
D
K

五
戸

三
万
一
千
五
百
円

二階平面図

一階平面図

萩
・
津
和
野
と
長
州
路
の
旅

お
出
掛
け
く
だ
さ
い

費
用
の
一
部
は

福
祉
事
業
施
設
ヘ

国
鉄
(
内
船
1
南
甲
府
各
駅
)
で

は
、
「
旅
行
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ

還
元
し
よ
う
」
と
い
う
テ
l
マで、

チ
ャ
リ
テ
ィ
第

σ竺
計
画
し
て
い
ま

す。
こ
の
旅
行
は
、
国
鉄
を
は
じ
め
関

連
機
関
の
玄
帽
な
割
引
き
に
よ
り
格

安
な
窪
行
が
楽
し
め
る
ほ
か
、
費
用

の
一
部
は
町
の
恒
産
事
業
栴
設
へ
寄

付
さ
れ
ま
す
。

萩
一・
津
和
野
と
長
州
路
の
旅
、
ど

う
ぞ
お
出
掛
く
だ
さ
い
。

旅
行
先
萩
・
津
和
野
と
巨
苅
路

三
泊
四
日
(
車
中
一
泊
)

害
福
田
一
二
月
申

会
費
五
へ
、

0
0
0円

申
込
常
永
駅
・
国
母
駅
茂
ひ
身
延

駅
旅
行
セ
ン
タ
ー

※
各
班
と
も
九
O
名
の
定
員
に
な

り
次
第
締
切
り
と
な
り
ま
す
。
早
め

に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

。
春
の
引
越
し
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

国
鉄
で
は
引
越
し
相
談
所
を
開
設
し

ま
し
た
。
お
お
い
に
利
明
、
だ
さ
い
。

場
所
甲
府
貨
物
営
業
セ
ン
タ
ー

電
話
三
五
l
三
五
一
二
番

期
間
三
月
一
日

i
四
旦
二
十
日

ら
町
社
会
福
祉
協
議
室
に
寄
付
を
い

た
だ
づ
き
ま
し
た
。
暖
か
い
と
厚
意
に

対
し
て
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。

マ
河
西
の
ス
ナ
ッ
ク
9

あ
ざ
み
か
経

営
者
の
堀
之
内
幸
三
さ
ん
よ
り
売
上

げ
の
一
部
二
万
三
千
九
百
二
十
円
。

マ
峡
申
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
雨
宮

垣
委
長
)
よ
主
一
万
円
。

マ
町
衛
生
呑
員
会
中
村
す
品
刷
会
長
)

で
は
、
家
庭
簡
易
用
ゴ
ミ
処
理
容
器

を
あ
っ
旋
し
た
時
の
業
者
か
ら
の
謝

礼
金
十
万
三
千
円
全
額
。

マ
愛
育
会
(
高
野
久
枝
会
長
〉
で
は
、

昨
年
十
二
月
士
ニ
日
に
行
っ
た
健
康

ま
つ
り
の
時
の
バ
ザ
l
売
上
げ
金
の

一
部
三
万
円
。

マ
西
条
二
区
の
丸
大
ハ
ム
側
で
は
、

町
の
社
会
福
祉
事
業
に
活
用
し
て
亡
荘
長
小
林
敏
之
氏
の
ご
香
料
の
一

く
だ
さ
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
か
部
二
十
万
円
。

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
 

v
 

V

昭

和

町

国

民

健

康

保

険

に

は

、

と

な

り

ま

す

。

円

引
昨
年
四
月
一
日
現
在
で
一
、
二
二
保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
W

T
ハ
世
帯
、
三
、
八
二
二
人
②
‘
，
が
医
者
に
か
か
る
「
医
吋

か
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
て
.
ス

d
w療
費
」
を
基
準
に
算

m

v
こ
の
国
民
健
康
保
険
に
、

-

a師
幽
F

出
さ
れ
ま
す
。
む
V

r
h
v
H
ソ

4

・・-
F

I

-

-

4

v

w加
入
す
る
と
同
時
に
、
世
コ
シ

4
閉
伊
や
み
に
医
者
の
巾

v帯
主
は
保
険
税
を
負
担
し
，

a圃
'
は
し
ご
を
し

v

-
」

d
町
邑

E

F

v

w
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
引

d
殖
，
た
り
、
時
門

マ
ま
す
が
、
乙
の
保
険
税
は
、

6

4

E

・

間

外

で

か

-

n
み

な

さ

ん

が

病

気

や

ケ

ガ

国

弘

行

ν
M川
'
か
っ
た
り

n

v
を

し

た

と

き

の

費

用

に

当

ぷ

民

謡

館

咽

以

v

p

/

院議空れるい、
w

v

l

J

i

d

v

 

w
て
ら
れ
、
固
な
ど
の
補
助
と
合
わ
税
の
値
上
り
と
な
り
ま
す

v

w
せ
て
、
国
保
運
営
の
重
要
な
財
源
の
で
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
バ

v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
 

商
業
コ

l
ス
受
講
生
募
集

県
立
中
央
高
校

学
腰
、
年
令
を
間
わ
ず
、
一
般
の

社
会
人
が
簿
記
等
を
夜
間
の
会
織
に

安
い
費
用
で
勉
強
で
き
る
よ
う
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

撃
宋
は
塑
百
、
市
簡
に
行
わ
れ

教
科
書
は
無
償
本
企
刊
さ
れ
ま
す
。

璽
盲
受
付

一
一
月
一
日

l
三
月
三
十
一
日
ま
で

問
合
せ
先

県
立
中
央
高
等
掌
校

電
話
二
六
l
四
四
一
一
番

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た



(6) 

〈
答
〉

後
継
者
と
す
る
た
め
、
労

働
力
を
補
う
な
ど
「
養
子

縁
組
」
は
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し

、

第

一

次

世

界

:

大
戦
前
後
か
ら
は
、
構

内
品
川
叫
す
舗
法
定
代
理
人
の
承
諾
と

五

の

な

い

子

に

仰

反

主

安

川

市

斤

つ

午

ゴ

リ

ま

親

F
つ

ま

り

、

ル

議

厩

表

叶

1
一

Fσ
コ」」日五カ

子

の

た

め

の

養

子

暮

制
度
と
い
う
考
え

方
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。

き
て
、
民
法
に
よ
り
ま
す
と
養
子

縁
組
は
、
養
親
お
よ
び
養
子
に
な
ろ

う
と
す
る
人
が
、
お
互
い
に
縁
組
の

合
意
を
し
、
市
区
町
村
長
に
届
け
出

る
乙
と
に
よ
っ
て
成
立
し
ま
す
。
届

け
出
が
受
理
さ
れ
る
に
は
、
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。マ

養
親
に
な
る
人
が
、
成
年
に
達

し
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
未
成

年
者
で
も
結
婚
し
て
い
れ
ば
、
成

年
者
と
み
な
さ
れ
、
養
親
に
な
る

乙
と
が
で
き
ま
す
。

+
一
才
の
少
年
を
養
子
に

迎
え
た
い
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
養
子
縁
組
を
す
る
と
き

の
要
件
や
手
続
き
を
教
え
て
下
さ
い
。

〈
問
〉

報広町和昭

マ
養
子
に
な
る
人
が
、
養
親
に
な

る
人
の
尊
属
(
血
族
の
う
ち
、
父

母
・
契
父
母
・
お
じ
・
お
ぼ
な
ど

自
分
よ
り
も
前
の
世
代
に
属
す
る

人
)
、
ま
た
は
、
年
長
者
で
な
い

こ
井
、

マ
後
見
人
(
親
権
者
の
い
な
い
未

成
年
者
や
禁
治
産
者
を
保
護
・
最

督
し
、
こ
れ
ら
の
人
の
た
め
に
法

組
戸
付
為
を
代
わ
っ
て
行
う
人
)
が
、

自
分
が
後
見
し
て
い
る
人
を
善
子

に
す
る
と
き
に
は
家
庭
裁
到
所
の

許
可
を
得
る
こ
と
。

マ
配
偶
者
の
い
る
人
は
、
そ
の
配

偶
者
と
其
同
で
縁
組
を
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
夫
婦
の
一
方
が
、
他

の
一
方
の
子
を
養
子
と
す
る
場
合

(
夫
が
、
妻
の
先
夫
と
の
子
を
養

子
に
す
る
と
き
な
ど
)
は
、
夫
ま

た
は
妻
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
で
縁

組
が
で
き
ま
す
。

マ
未
成
年
者
を
養
子
に
す
る
と
き

は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
る

こ
と
。
た
だ
し
、
自
分
の
、
ま
た

は
配
豊
台
の
直
系
尊
属
な
ど
を
養

子
に
す
る
場
合
を
除
き
ま
す
。
ま

た
、
養
子
に
な
る
人
が
十
五
歳
未

満
の
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許

可
に
加
え
て
、
そ
の
子
の
法
定
代

理
人
(
親
権
者
・
後
見
人
)
の
承

諾
が
必
要
で
す
。

と
質
問
の
場
合
は
、
養
子
に
な
る

人
が
十
一
歳
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら

法
定
代
理
人
の
承
諾
ル
蒙
庭
裁
判
所

の
許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
な
た
が
結
婚
さ
れ
て
い

る
受
口
は
、
夫
婦
双
方
が
養
親
と
な

っ
て
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

届
出
用
紙
は
、
役
場
に
備
え
付
け

て
あ
h

り
ま
す
。
詳
し
い
乙
と
は
、
戸

籍
係
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

日
脚
伸
ぷ
遊
び
ほ
う
け
し
平
供
達

磯
部
信
与

持
薬
今
日
よ
り
二
粒
に

内
藤
ふ
く
次

温
水
プ
l
ル
賑
は
い
句

日
脚
伸
ぶ

日
脚
伸
び

桑
原
忍
寅

せ
せ
ら
ぎ
や
牛
の
一
声
日
脚
伸
ぶ

井
上
ま
さ
江

勾
仕
度
い
き
さ
和
ゆ
と
h

り
日
脚
伸
ぷ

清
水
博
文

初
孫
の
日
毎
太
り
て
日
脚
伸
ぷ

中
沢
静
代

パ
ス
花
満
つ
旅
の
団
楽
日
脚
伸
ぷ

寅
石
き
だ
代

ま
と
め
菜
の
意
外
な
高
値
目
脚
伸
ぷ

伊
藤
春
江

日
脚
伸
ぷ

河
田
好
子

日
脚
伸
ぶ

松
岡
満
子

白
鷺
の
舗
道
よ
ぎ
る
や

揺
椅
子
は
我
が
小
世
界

x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
x
 

m

和

紙

人

形

に

魅

せ

ら

れ

て

お

年

一

干

五

年

間

に

百

一

っ

て

素

朴

で

暖

か

X

1

4

4

月

ノ

3

F

d

m

)

{
1
4」
い
和
紙
に
魅
せ
ら
れ
人
形
づ
く
り
を

x
 

X

上

河

東

ニ

区

の

見

上

さ

ん

し

て

い

ま

す

。

家

の

中

K
は
作
品
が

ロ

今

月

か

ら

ζ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
内
の
方
々
所
狭
ま
し
と
飾
ら
れ
、
作
り
続
け
た
作
品
も
二
百
点
以

口
で
い
ろ
い
ろ
な
趣
味
を
持
っ
て
い
る
人
を
シ
リ
!
上
に
な
る
そ
う
で
す
。

ロ
R

ズ
で
紹
介
し
ま
し

F
っ

。

一

見

和

紙

と

は

思

え

ぬ

け

ん

ら

ん

な

衣

裳

の

「

内

裏

口
掴

ま
ず
第
一
回
の
今
回
は
、
上
河
東
の
見
上
は
な
ぴ
な
」
や
「
花
嫁
」
な
ど
を
拝
見
す
る
と
、
だ
れ
も
が

ロ
繍

江
き
ん
で
す
。
見
上
さ
ん
は
へ
年
前
に
と
河
東
二
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
現
在

ロ
l

区
に
移
住
、
現
在
地
区
の
民
生
委
員
、
町
の
統
計
近
所
の
人
達
を
集
め
て
は
教
え
て
い
ま
す
が
、
先
日
に

口
調
査
員
と
し
て
)
出
躍
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
は
町
の
警
講
座
の
一
環
と
し
て
五
日
間
に
き
て
教

口

室

を

開

き

ま

し

た

。

双

人

形

の

つ

く

句

方

は

脱

脂

綿

を

半

紙

で

包

み

、

顔

を

口

つ

く

り

、

曲

げ

を

つ

け

本

体

の

ワ

イ

ヤ

ー

に

さ

し

て

着

ロ

物

を

着

せ

ま

す

が

、

む

ず

か

し

い

の

は

顔

の

表

情

と

か

。

ロ

月

比

何

度

か

は

L
L
肯
尽
し
て
勉
強
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

口

こ

れ

か

ら

は

一

体

も

の

で

は

な

く

郡

像

的

な

も

の

な

ど

x
 

x

を
手
掛
け
て
い
く
と
同
時
に
、
い
ず
れ
は
長
い
間
か
け

口

て

作

っ

た

作

品

の

展

覧

会

な

ど

を

し

て

み

た

い

と

意

欲

x

的
で
し
た
。



.
車

歳

時

記
春

の

報

木
の
芽
ふ
く
春
l
。

春
の
花
や
樹
木
が
か
冬
眠
状
態
9

か
ら
覚
め
、
成
育
を
は
じ
め
る
の
は

一
日
の
平
均
気
温
が
摂
氏
五
度
以
上

に
な
っ
て
か
ら
、
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
春
は
摂
氏
五
度
と
と
も
に
や
っ
て

く
る
!
と
い
え
ま
す
が
、
こ
の
平

均
気
温
摂
氏
五
度
以
上
の
期
聞
を
、

。
植
物
期
聞
か
と
い
っ
て
、
花
や
樹

木
、
冬
越
し
の
野
菜
な
ど
の
成
育
上
、

大
切
な
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ご
存
知
の
よ
う
に
日

本
の
春
は
南
か
ら
や
っ
て
き
て
、
し

だ
い
に
北
上
し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま

広町和昭(7) 

足

ど
旬
、
一
日
の
平
均
気
温
摂
氏
五
度
の

線
(
等
温
線
)
が
、
い
っ
と
ろ
、
ど

の
辺
を
通
っ
て
い
る
か
を
見
れ
ば
、

春
の
足
ど
り
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。い

っ
た
い
、
春
は
ど
の
く
ら
い
の

ス
ピ
ー
ド
で
日
本
列
島
を
北
上
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。

等
温
線
か
ら
割
打
出
し
ま
す
と
、

二
月
上
旬
か
ら
三
月
下
旬
に
か
け
て

西
日
本
で
は
一
日
約
十
h
で
す
が
、

東
日
本
に
入
る
と
約
二
、
五

h
、
西

日
本
の
四
分
の
一
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
し
ま
す
。

こ
れ
が
三
月
中
旬
以
降
に
な
る
と

中国友好協会視察団一行が

研修生5名の依頼を兼ね表敏訪問

2月7日、午後2時 30分頃、中国人民対外友好

協会視察陸一行6名が本町を訪れました。

5月から 10月までの6カ月間研修生5名が、本

町の野菜・水稲関係の技術を修得するため来町する

予定ですが、これら依頼を兼ね表敬訪問に見えたも

のです。

当日は、イチゴ栽培農家の佐野武夫方(中島〉や

イチゴ苗冷凍倉庫のある昭和農協本所などを見学し

ましTこ0

一
段
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
、
一

日
約
二
十
伽
、
時
速
約
へ
百

m
で
北

海
道
を
め

e
き
し
て
春
は
北
上
を
続
け

ま
す
。春

は
二
月
上
旬
に
九
州

k
f
F

し
、
約
三
カ
月
か
け
て
日
本
列
島
を

縦
断
、
野
の
草
花
や
樹
木
を
長
い
冬

の
眠
り
か
ら
目
覚
め
さ
せ
る
の
で
す
。

築

地

新

居

今
月
は
築
地
新
居
の
一
坪
図
書
館

で
す
。地

域
の
人
た
ち
が
手
曜
に
本
に
親

し
め
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
、

地
区
の
公
会
堂
を
改
良
し
、
昭
和
五

十
二
年
七
月
に
一
坪
図
書
館
を
開
設

し
ま
し
た
。
当
時
か
ら
こ
こ
の
館
長

と
し
て
地
区
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま

れ
て
い
る
の
が
、
回
申
良
夫
さ
ん
で

す。
現
在
蔵
書
数
は
七
百
冊
。
二
百
冊

は
県
か
ら
の
配
本
で
、
残
り
五
百
冊

は
開
設
当
時
に
部
落
か
ら
の
寄
付
と
、

楽しかった親子スキー教室

2月7目、町教育委員会主催の親子スキー教室が

長野県車山スキー場で開催されました。

体力作りを兼ね、親子で)臼スキーを楽しんでも

らおうと今年初めて企画したもので、当日は 24人

の方が参功日しましfこ。

雪質が良く、快晴に恵まれたベストゲレンデで、

カラフルなヤッケに身を包んT乏効日者たちは、山田・

田中両指導員のもとに一日スキーの上達方を学びま

した。

婦
人
会
築
地
支
部
の
会
員
の
人
た
ち

の
一
円
貯
金
の
寄
付
を
い
た
だ
き
購

入
し
た
も
の
で
す
。
幅
広
い
分
野
に

亘
っ
て
本
も
購
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

現
在
も
利
用
者
の
要
望
を
取
入
れ
て

は
増
量
目
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

開
館
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
で
、
一
回
の
利
用
者
は

四
十
人
前
後
と
い
う
も
の
の
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
子
ど
も
た
ち
で
、
や
は

り
こ
こ
で
も
大
人
の
利
用
煮
か
少
な

い
よ
う
で
す
。

線 昭和バイパス

1 I グ



(8) 報広町和昭

実施日時 8月10目的

場 所中央公民館

検診時間午後1時30分，--2時30分

該当乳児昭和56年 10月1日から昭和 57年 1月31日ま

での出生児

母子健康手帳

=事L児整形外科検診=

午後1時--1時30分(受付)
一可燃物・不燃物収集日=

日程 曜日 内 容 地区名

1日 月 もえる物 全地区

8日 水 ガラス類 11 

4日 木 もえる物 11 

8日 月 11 11 

11日 木 " グ

15日 月 " " 
17日 水 金属類 西条地区

18日 木 もえる物 全地区

19日 金 降属類 押原・常永

23日 火 もえる物 全地区

25日 木 " 11 

29日 月 " " 

携行品

=胃 X 線検

実施日時 8月9目的午前8時30分--9時30分

場 所中央公民館前駐車場

一不用犬収集日=1料 金 450円(900円のところ町で糊補助〉

※申込み用紙をおって各戸に回覧致しますので、希望者は申

込みくださ凡なお、直接役場保健課でも受付けます。

査=

=3歳児健康診査=

8月12日(金〉 午後 1時--2時

昭和 53年 12月1日から蹄口 54年8月28日ま

での出生児

場 所中央公民館

携行品母子健康手帳・ 8歳児健康診査票食べものにつ

いての質問票

内科・歯科・尿・発達検査・体位潰!淀・保健指導

8月5日午前10時

場所旧役場前

※飼主の方は収集車

カ3くるまで、いっし
実施日時

ょlといてください。|
該当乳児

指定場所に当日午前8時30分までに

お出しください。

日==事L児健康相談

診査内容

一助産費が引き上げ一

引っ越しのときは

三
月
・
四
月
は
転
勤
を
は
じ
め
就
職
や

入
学
な
ど
で
、
人
の
動
き
が
多
い
時
期
で

す。
引
っ
越
し
予
定
日
が
決
ま
っ
た
ら
、
早

自
に
も
よ
り
の
東
電
や
電
話
局
へ
届
出
を
。

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
日
以
降

婚

姻

氏

名

中
込
義
昭
'

岡

田

和

、

芦

沢

更

'

瀬
戸
啓
子
、

今
村
健
一
'

中
島
文
江
、

萩
原
邦
彦
'

佐
野
敬
子
、

中
村
和
男
'

斉
撃
実
穂
子
、

伊
藤
精
一
'

渡
辺
清
美

住

所

母子健康手帳
交付及び

妊婦相談日

8月6目的 20日目

時間午前9時~

11時30分

場所中央公民館

※当日印鑑をお持ち

ください。出来る

だけ本人の届出を

お願いします。

西

条

二

区

西
条

河河押上

河

平
岡
表
明
'

上
田
祐
子
、

使
勝
康
二
'

山
富
和
枝
、

倉

田

昇

'

太
田
悦
子
、

志

村

隆

'

山
田
と
し
江
、

清

水

新

居

西

条

新

田

築

地

新

居

河

東

中

島

出

生

区

氏

名

父

の

名

住

所

海

野

舞

泰

明

押

越

古

屋

貴

士

俊

文

上

河

東

二

区

輿

石

真

樹

正

秀

築

地

新

居

仲

沢

大

輔

忠

仁

押

越

江

本

仁

美

広

文

上

河

東

二

区

松

田

愛

実

元

西

条

二

区

太

田

和

樹

次

郎

西

条

二

区

角

野

康

介

功

西

条

一

区

申

沢

公

一

一

元

西

条

二

区

保

坂

孝

弘

栄

一

西

条

二

区

伊

藤

雅

洋

佳

三

押

越

丹

沢

照

昭

市

上

河

東

二

区

西西越東


